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1 はじめに

体育研究所は各学部の保健衛生、体育理論、体育実技の授業を担当する独立した

組織として、‖F.■f‐日36年に設立されました。
本研究所には、現在 19名の専任教員がおり、保健体育の授業を担当するととも

に、それぞれの専門領域に関するI汗究を行っています。さらに、独 ^の スポーツ全

般に関する相談にも応じ、健康維持、体力向上のための指導にも1努力しています。
°

2 平収 6年度実施の新カリキュラムの履修方法と各学部履修者数について

① 離 り鏃
平成 6年度の保健体育の授業は、保健衛生、体制 編合、体育実技 I、 体育実技Π

に分かれ、各半期 1単位を認め、各学部によ.)て必修又は選択とし、判む側撒 θ)

上限は文 4、 経 6、 法 16、 政 24、 商 4、 理 2単位、となっていまづ1)

② 平成 6年度各学部の履修者数は、以下の通りです。
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3 平成 6年度 保健体育科目授業時間数及び担当者数
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授業時間数   10コ マ/ゝ
夕旦当者数     9名 (専任 1、  兼担 8)
授業時間数    8コ マ//週
担当者数     6名 (専任6)
授菊搬      (春)134//週  (秋 )

担当者数    37名 (専任 19、 非常勤 1

男子  夏期 35種目  冬期 2種目
女子  夏期 28種目  冬期 2種目

133/逮
8)



4  ク本子等ヲヒ主支

体育実技は、保健管理センターカ所子う「健康診断Jを受けた後、その「判定」に
より各種目の履修が可能になります。

① 体準ちに技  I(ウ ィークリ スポ ーツ)                   ・

週 1回、)判り]履修することにより1準崚が認められまづ1)種目は
~臨

己の種目か
ら選択できます。

(27種日)

② 体育実技 11(シ ーズンスポーツ)

夏期、冬期休業中7日 RI]傷 lJIJと して合宿種目は37白 4日 )履修することによ
り各 1‐報 l力濡tめ られます。種日は臨己σD通りでづ1)
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体 育 ワ「 所 専 任 教 員 名 簿 (平成 6年 4月 1日 現在 )
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授

Ｄ
体育方法学 (中高齢者の体
力と運動処方)

運動生理学 スボツ外傷・内
lA4性疾患学 (スボツ外傷撤麟 )
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(体育事故の法的費{k水わ1静軋:)
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翻 、ウオミングア7プ )
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運動生EI学 体育方法学
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位職 名氏 当 科  目 研究分野 。 (研究テーマ) 会 1出身大学
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